
 

第３学年 体育科学習指導案 

日 時 平成２２年９月９日（木）４校時 

場 所 ３年２組                

児 童 ３年２組(男子15名 女子13名 計28名) 

指導者 滝沢 修一                        

 

１ 単元名  「毎日の生活と健康」 

                 

２ 目標 

  ＜関心・意欲・態度＞ 

・ 自分の生活を見直し、健康によい一日の生活の仕方を実践する意欲をもとうとする。 

  ＜思考・判断＞ 

・ 自分の生活の課題を見つけ、解決の方法を考えることができる。  

＜知識・理解＞ 

   ・ 健康と毎日の生活の仕方が深く関わり、食事、運動、休養及び睡眠の調和のとれた生活が大切であること 

を理解できる。 

・ 健康に過ごすためには、体を清潔に保ち、生活環境を整える必要があることを理解できる。  

    

３ 単元について 

（１）  教材について 

     「毎日の生活と健康」では、子どもが自ら主体的に健康によい生活を送るための基礎として、毎日の生活に 

関心も持ち、健康の大切さや健康によい生活の仕方を理解できるようにする。 

そのために、健康の状態には主体の要因や周囲の環境の要因がかかわっていること、健康の保持増進には１日

の生活の仕方が深くかかわっていること、体を清潔に保つためには生活環境を整えることが必要であることなど

を中心にして学習する。 

新学習指導要領では、「ア 心や体の調子がよいなどの健康の状態は、主体の要因や周囲の環境の要因がかか

わっていること。」の項目が新設されている。心と体の健康はお互いに深い関わりがあることも学習する。 

毎日の自分の生活の仕方を取り上げることで、子どもたちは健康を身近なものとしてとらえることができる 

と考えられる。また、１日の生活の仕方や体の清潔、生活環境を取り扱うことにより、普段あまり意識してい 

ない自分の生活を見直し、健康的な生活への意欲をもつきっかけになっていくと考えられる。 

  

（２）  児童の実態について 

   子どもたちは、明るくのびのびと元気に生活している。朝の健康観察で自分の健康状態を発表する等、健康 

についての意識も育ち始めている。 

運動については、休み時間になると校庭に出て、サッカーやドッジボール、鬼ごっこなどをして遊ぶ子ども

が多い。校外でも野球、サッカー、バスケットボールなどのスポーツ少年団やスイミング教室などに加入して

いる子どもも１０人程いる。家に帰ってからは、地域の友達と外で遊んで体を動かす子どもが多く、テレビゲ

ームをしたり、テレビを見たりして過ごす子どもは比較的少ない。 

  食事については、朝食はほとんど全員きちんと食べてくるが、給食は魚や野菜が嫌いという理由から、全部

食べられない子どもがいる。 

     睡眠については、毎日の睡眠時間はほぼ確保されているが、中には夜遅くまで起きている子どもも見られる。 

    アンケートを取ったところ、「自分の体や心が元気でない時、どんな生活をしていましたか？」の問いには、夜

ふかしをした・ごはんを食べなかった・冷たい物を飲みすぎたりした・苦い薬を飲んだ・１人でいた・落ちこ

んでいた・不安だったを挙げている。また、「自分の体や心が元気な時、どんな生活をしていますか？」の問い

には、朝ごはんをしっかり食べた・早寝、早起きをした・十分に睡眠時間が取れた・お友達と遊んだ・あいさ

つができた・スポーツをした・本を読んだを挙げ、自分の生活のしかたと健康が関わっているいることに気づ

きはじめてい児童もいる。 

 

 

 

 

 

 



（３） 指導について 

本単元では、初めて保健を学習する３年生であることを踏まえ、絵や写真等の資料を取り入れて興味をもた

せ、生活体験を想起させたり、自分の生活と比較したりしながら、健康な生活について気付くことができるよ

うにする。 

また、「健康」「からだの清潔」「生活環境」という難しい言葉を使用する時には、健康は「心と体が元気」、

からだの清潔は「すっきり」「気持ちよい」、生活環境は、「まわりの様子」など、平易な言葉に置き換えながら、

子どもがイメージをもちやすくなるように配慮していく。 

「ア 健康な生活とわたし」では、絵や写真等の資料を活用し、自分の生活体験を想起し、体や心の状態に

ついて気付いたことや思ったことを自由に話し合い、心や体の健康が生活の仕方や周囲の環境と関わっている

ことに気付かせたい。 

「イ １日の生活の仕方」では、どのような生活をしたら健康になるかを話し合い、自分の生活経験と照らし

合わせながら１日の生活の仕方は健康と深く関わっていることに気付かせていきたい。さらに、毎日を健康に

過ごすために、特に食事、運動、休養・睡眠を大切にした生活を送っていこうとする意欲をもたせたい。 

また、体や身の回りの清潔については、絵や｢手洗い実験｣結果の写真等の資料を活用するとともに、養護教

諭の話を聞き、健康に過ごすためには体の清潔を保つことが大切であることに気付かせ、実践への意欲をもた

せたい。 

    「ウ 身の回りの環境」では、養護教諭の話を聞き、換気の必要性、部屋を明るくすることや健康を守る活動

の大切さに気付かせ、実践への意欲をもたせたい。 

    また、単元全体を通して、思いついたことや気付いたことを気楽に話せる場を設定して、活動させたい。 

 

【研究とのかかわり】 

研究内容 

教材及び単元計画の工夫・改善 

・ 単元を通して、思いついたことや気付いたことを話し合う活動を取り入れ、話し合いの中で、健康に

ついて深めていくことができるようにする。 

   ・ 話し合いの場では、友達の考えをよく聞き、理解することで、自分の考えを広めたり、深めたりする

ことができるようにする。 

・ 絵や写真を活用して興味関心をもたせ、生活体験を想起させたり、自分の生活レベルで考えさせたり

しながら、健康な生活について気付いていくことができるようにする。 

・ ４年生で、体の発育・発達には調和のとれた生活が必要であることが理解できるよう、３年生では、

生活リズムの良い生活とリズムがくずれている生活とを比較させ、自分の生活をふり返り、改善して

いく活動を取り入れ、調和のとれた１日の生活のしかたが大切であることに気づくことができるよう

にする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



４ 評価の計画（４時間扱い） 

 

時
間 主な学習活動 

  学習活動における具体の評価規準（Ｂ：概ね満足できる状況） 

      Ａ：十分満足と判断できる状況 

関心・意欲・態度 思考・判断 知識・理解 

１ 

 

ア 健康な生活とわたし 

 

心と体の健康が、生活の

しかたや周囲の環境と関わ

っていることを考え、話し

合う。 

自分の生活経験から、心

と体が健康な時を（A：進

んで）想起しようとしてい

る。 

  

 

２
（
本
時
） 

 

２
＾
３ 

 

イ １日の生活の仕方  

 

食事、運動、休養・睡

眠等の生活の仕方と健康

は、つながりがあること

を考え、話し合う。 

自分の生活を振り返る。 

  健康は、１日の生活の

仕方と深くかかわってお

り、特に、食事、運動、

休養・睡眠が大切である

ことについて、言ったり

書き出したりしている。 

（A：具体的に説明している。） 

 
 

３ 

   イ １日の生活の仕方 

 体を清潔にしなければ

ならない理由や、体を清

潔に保つ方法を考える。 

  毎日を健康に過ごすた

めには、体を清潔に保つ生

活習慣が大切であること

について、言ったり書き出

したりしている。 

（A：具体的に説明している。） 

 

 
 
 
 

４ 

 
 

   ウ 身の回りの環境 

  

部屋の明るさやきれいな

空気との関わりを考え、自分

の生活を振り返る。 

・健康を守るために、学校で

行われている活動に気付く。 

 きれいな空気やちょう

どよい明るさを保つため

の方法を見つけている。 

（A：分類している。） 

学校の中で、健康を守る

ための活動がどのように

行われているか見つけて

いる。 

（A：分類している。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

努力を要する状況に対する 

指導の手立て 

 

話し合いの場を持ち、自分

の生活と友達の意見を比べ

たり、自分の生活体験から調

子の良かった時や悪かった

時を思い出したりできるよ

うにする。 

自分の生活場面を想起し、

健康的な生活の仕方の絵

等と照らし合わせながら、

具体的にどのように生活し

たら良いのか考えられるよ

うに支援する。 

 

友達の発表や今までの生

活経験、板書や資料の工夫か

ら、健康な生活のために大切

なことについて、理解できる

ようにする。 

 



５ 本時の指導（２／４） 

（１） ねらい 

・健康は、生活の仕方と深く関わっていることが分かり、自分の１日の生活の仕方の改善点に気づくことができる。 

（２）展開 

段階 学習活動 
時間 

（分） 

指 導 上 の 留 意 点 （ ○ ）  研 究 に か か わ る 手 立 て （ ◎ ）    

評 価 規 準 （ ☆ ） 評 価 方 法 （ ＊ ）     
用具・資料 

導 

 

入 

１ あいさつ 

２ 学習内容の確認 

 

 

 １ 

 

 

 

○ 前時に学習した、健康と関わりのある生活の仕方について、本

時にくわしく学習することを確認し、学習活動への簡単なイメー

ジを持たせる。 

 

紙板書 

(前時の) 

 

 

 

 

 

 

 

展 

 

 

 

 

 

開 

 

 

 

 

 

３  学習課題を確認 

する。 

 

 

  

４ どのような生活

をしたら、健康に

なるかを話し合

う。 

 

 

 

 

５ 健康な生活の仕

方について、全員

で確認する。 

  

６ 学習のまとめ 

健康は、どんな生

活と関わっている

のかを整理し、本

時のまとめをす

る。 

 

 

７ 生活の仕方を振り 

返り、改善点を見つ 

ける。 

 

 ２ 

 

 

 

 

１０ 

 

 

 

 

 

 

 

１５ 

 

 

 

 ３ 

 

 

 

 

 

 

 

１０ 

 

 

 

 

 

 

○健康な１日の生活のしかたについて考えていくことを確認し、本時

の課題を確認する。 

 

◎自分の生活経験や前時に学習したことをもとに、グループで、自

由に話し合わせたい。 

◎グループごとに、思ったことや気付いたことを話し合ったりする活

動を取り入れ、良い点を見つける楽しさを感じさせながら意欲的に

調べさせたい。 

○お互いの意見を大切にしながら話し合い活動をさせたい。 

 

 

○見つけた健康な生活の仕方を発表させる。できるだけ、理由も合わ

せて発表させるようにする。 

 

 

○１日の生活の中では、食事、運動、休養・睡眠が特に大切であるこ

とを黒板の掲示を見ながら確認し、学習のまとめとする。   

 

 

○自分の生活をふり返り、一日の生活の仕方で改善していきたいこ

とや続けていきたいことを、プリントに記入させる。 

 

☆健康は生活のしかたと深くかかわっており、特に、食事、運動、

休養・睡眠が大切であることについて、言ったり書き出したりし

ている。（A：具体的に説明している。）      ＊  学習プリント 

 

○自分の一日の生活の仕方の改善点について発表させ、自分の生活

の仕方を改善しようとする意欲を高めたい。 

 

 けんこうな１日の生活のしかたについて考えよう。 

健康な生活のために、食事、運動、休よう・すいみんが 

大切である。 

 

紙板書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

絵 

 

 

 

紙板書 

 

 

 

 

 

 

 

学習プリ

ント 

 

 

終 

 

末 

 

８ 学習の振り返り  

 

９ あいさつ 

 

 ４ 

           

○本時の学習の感想を発表させたり、 発表のがんばりを紹介したり 

しながら、学習の成果を確かめる。 

 

 

 


